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た。富山県の高校（4 校）の生徒（1497 人）を対象に，無記名自記式のアンケート調査を実施し，有効回答 1318 人につ
いて分析を行った。朝食内容の実態については，「主食+主菜+副菜」である者は 28.9％，「主食+1 品」43.7％，「単品」
23.7％，「欠食」3.6％であった。多変量ロジスティック回帰分析の結果から，疲労自覚症状の高さには，朝食が欠食であ
ること（オッズ比[OR]:2.72, 95%信頼区間[95%CI]:1.46-5.06) ，朝食内容が単品であること（OR:1.58, 95%CI:1.13-2.21），










く質推奨量は，男子は 15～17 歳，女子は 12～14 歳
の時期にライフサイクル中最高値となっている 1,2）。


























富山県内の高校（4 校）の生徒 1497 人を対象とし














票（179 枚）を除いた 1318 人を分析対象者とした。
有効回答率は 88.0％であった。分析対象者の内訳は，




















間（平日）は 6 時間未満と 6 時間以上に分けた。運
動頻度は学校の体育の授業を除いた運動頻度とし，
ほとんど毎日・週に 1～2 日くらいと答えた群と，




































表 1 に対象者の特徴を示した。1 年生 31.6％，2





























表 1 対象者の特徴 
 
 
表 2 疲労自覚症状と朝食内容・睡眠時間・運動頻度との関連（n=1318） 
 
全体
(n=1318) 男子（n=774） 女子（n=544） p値
人数（％） 人数（％） 人数（％）
学年 1年生 417（31.6） 227（29.3） 190（34.9） 0.040
2年生 548（41.6） 323（41.7） 225（41.4）
3年生 353（26.8） 224（28.9） 129（23.7）
疲労自覚症状 低い群 272（20.6） 173（22.4） 99（18.2） 0.052
普通群 668（50.7） 396（51.2） 272（50.0）
高い群 378（28.7） 205（26.5） 173（31.8）
朝食内容 主食+主菜+副菜 381（28.9） 225（29.1） 156（28.7） 0.348
主食+1品 576（43.7） 331（42.8） 245（45.0）
単品 313（23.7） 184（23.8） 129（23.7）
欠食 48（3.6） 34（4.4） 14（2.6）
平日睡眠時間 6時間以上 974（73.9） 604（78.0） 370（68.0） <0.001
6時間未満 344（26.1） 170（22.0） 174（32.0）
運動頻度 毎日,週1-2日以上 796（60.4） 558（72.1） 238（43.8） <0.001






性別 男性 205（26.5） 1 1
女性 173（31.8） 1.29（1.02-1.65） 0.036 1.23（0.95-1.59） 0.119
学年 1年生 124（29.7） 1 1
2年生 165（30.1） 0.98（0.74-1.31） 0.900 1.02（0.77-1.36） 0.871
3年生 89（25.2） 0.80（0.57-1.10） 0.162 0.76（0.54-1.07） 0.116
朝食内容 主食+主菜+副菜 92（24.1） 1 1
主食+1品 160（27.8） 1.14（0.84-1.55） 0.212 1.19（0.88-1.60） 0.255
単品 104（33.2） 1.50（1.06-2.10） 0.008 1.58（1.13-2.21） 0.007
欠食 22（45.8） 2.67（1.44-4.95） 0.002 2.72（1.46-5.06） 0.002
平日睡眠時間 6時間以上 261（26.8） 1 1
6時間未満 117（34.0） 1.41（1.08-1.83） 0.011 1.35（1.03-1.76） 0.030
運動頻度 毎日,週1-2日以上 219（27.5） 1 1






OR（95％CI) ｐ値 OR（95％CI) ｐ値
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